
Training in Research Integrity - Japan
 
 
Start of Block: Introduction
 
Q1.1 この度はシュプリンガーネイチャーのアンケート調査にご協力くださり、誠にありがとうございます。
  
  本アンケート調査は、研究公正に関する研究者の皆様の認識を理解し、研究公正に関わるトレーニングの提供状況や利用について把握することを目的としております。
  
  平均的な所要時間：10～15分
  
  ご入力いただいた回答は無記名かつ機密情報扱いとし、結果の分析は集計値としてのみ行います。研究公正のトレーニングに関して研究者がおかれている現状の理解を促進するため、調査終了後、個人を特定しない形式で集計結果を公開し、大学、研究資金配分機関やその他研究に関わるステークホルダーと共有する予定です。
  
ご回答のご入力をもちまして、当該データの調査目的での収集と処理にご同意いただいたものとみなしますが、本同意はいつでも撤回することができます。本調査およびデータの保管方法に関するお問い合わせは、audience.research@springernature.comにご連絡ください。	Comment by Hiromitsu Urakami: If withdrawing consent just means that people can stop at any time, I prefer to explain that way. I personally did not think that this part was very clear, so I have modified a bit. 

The EN version (DeepL translated) of the JP is this. 
By entering your answers to the survey, you consent to the collection and processing of such data for research purposes. Please note that even if you have given your consent, you may stop this survey at any time during the course of the survey. For inquiries regarding this survey and data storage, please contact audience.research@springernature.com.

If above is fine, please use below. 
本アンケートへのご回答のご入力をもちまして、当該データの調査目的での収集と処理にご同意いただいたものとみなします。なお、ご同意をいただいていても、本アンケートを途中でやめることができます。本調査およびデータの保管方法に関するお問い合わせは、audience.research@springernature.comにご連絡ください。	Comment by Farah Aldabbagh: The above is fine, so I have gone ahead and changed in on Qualtrics as your suggestion at the bottom of the comment
 
 
 
Q1.2 あなたがロボットでないことを確認するため、下のボックスをチェックしてください。
 
End of Block: Introduction
 
Start of Block: About you
	


 
Q2.1 - Work place アンケートを始めるにあたり、背景情報として、回答者ご自身についてお伺いします。

 あなたの所属について、最も近いものを下記から選んでください。


o 大学／高等教育機関  (1)
o 研究所  (19)
o 公的研究機関  (20)
o 民間企業（製薬、バイオテクノロジー、コンサルティングなど）  (21)
o 政府  (22)
o 非営利団体  (23)
o 自営業  (24)
o 学生  (25)
o その他（具体的に記入してください）  (26) __________________________________________________
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Display This Question:
If Q2.1 - Work place = 学生
	


 
Q2.2 - Study level 現在、どの課程に所属していますか？
o 博士課程（PhD）  (1)
o 医学博士課程（MD)  (6)
o 修士課程  (7)
o 学部  (8)
o その他（具体的にご記入ください）  (9) __________________________________________________
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Display This Question:
If Q2.1 - Work place != 学生
	


 
Q2.3 - Role あなたの役職について、最も近いものを下記から選んでください。
o 学長／理事長  (1)
o 副学長／理事／学長補佐  (2)
o 学部長  (3)
o 機関長  (4)
o 学科長  (5)
o 教授  (6)
o 准教授  (7)
o 講師  (8)
o 助教  (9)
o 研究所長  (10)
o コンサルタント  (11)
o リサーチ・アドミニストレーター  (12)
o 研究資金配分機関のスタッフ  (13)
o 図書館員／情報科学者  (14)
o 博士研究員  (15)
o リサーチサイエンティスト  (16)
o 技術者／研究助手  (17)
o その他（具体的に記入してください）  (18) __________________________________________________
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Q2.4 -Responsibility あなたは下記のいずれかの職務を担当していますか？当てはまるものをすべて選んでください。


▢        職員や研究者が受けるべきトレーニングを決定する  (1)
▢        職員や研究者が受けるトレーニングの予算を配分する  (2)
▢        ⊗どちらも担当していない  (3)
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Q2.5 - subject area あなたの主要な研究分野は何ですか？
o 農学／獣医学／食品科学  (1)
o 生物科学  (2)
o 生物医科学  (3)

o 建築・環境・設計・都市 (Built environment and design)  (4)
o 化学  (5)
o 臨床医学・歯学  (6)
o 商業／経営／観光／サービス  (7)
o クリエーティブアート／クリエーティブライティング  (8)
o その他（具体的にご記入ください）  (9) __________________________________________________
o 経済  (10)
o 教育  (11)
o 工学  (12)
o 環境科学  (13)
o 健康科学  (14)
o 歴史学／遺産学／考古学  (15)
o 人文社会学  (16)
o 情報科学／コンピューターサイエンス  (17)
o 語学／コミュニケーション／文化  (18)
o 法律・法学  (19)
o 数学  (20)
o 哲学／宗教学  (21)
o 物理学  (22)
o 心理学  (23)
o トランスレーショナルリサーチ  (24)
o 地球科学  (25)
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Q2.6 - Institution あなたが所属する機関または組織の名称をご記入ください。（任意）
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Q2.7 - funder あなたが現在行っている研究の主たる資金提供者はどなたですか？
o 大学／高等教育機関  (1)
o 財団／非営利団体／慈善団体  (2)
o 政府・公的資金配分機関  (3)
o 自己資金  (4)
o 民間企業（製薬、バイオテクノロジー、コンサルティングなど）  (9)
o 海外の団体  (10)
o その他（具体的に記入してください）  (11) __________________________________________________
 
End of Block: About you
 
Start of Block: Understanding of research integrity
 
Q3.1 - RI unpromted あなたにとって研究公正とはどのようなものでしょうか？研究公正に関連する実務を含め、ご説明ください。
________________________________________________________________
________________________________________________________________
________________________________________________________________
________________________________________________________________
________________________________________________________________
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Q3.2 -RatingActivity 研究公正とその活動について、下記の項目はどの程度重要だと思いますか？
研究公正やその活動は…
	 
	極めて    重要 (1)
	とても   重要 (2)
	重要 (3)
	やや重要 (4)
	重要でない (5)
	分からない／特に意見はない (6)

	厳密である (1)
	o  
	o  
	o  
	o  
	o  
	o  

	透明性がある (2)
	o  
	o  
	o  
	o  
	o  
	o  

	正直である (3)
	o  
	o  
	o  
	o  
	o  
	o  

	社会の役に立つ (4)
	o  
	o  
	o  
	o  
	o  
	o  

	配慮が十分である (5)
	o  
	o  
	o  
	o  
	o  
	o  

	革新的である (6)
	o  
	o  
	o  
	o  
	o  
	o  

	合法である (7)
	o  
	o  
	o  
	o  
	o  
	o  

	独創性がある (8)
	o  
	o  
	o  
	o  
	o  
	o  

	合理性がある (9)
	o  
	o  
	o  
	o  
	o  
	o  

	正確である (10)
	o  
	o  
	o  
	o  
	o  
	o  

	倫理的である (11)
	o  
	o  
	o  
	o  
	o  
	o  

	開かれていて身近である (12)
	o  
	o  
	o  
	o  
	o  
	o  
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Q3.3-RankElements 研究の公正性を確保するために、特に重要だと思う要素を下記から3つ選び、最も重要なものを1として、1－3の順位をつけてください。

 研究公正やその活動は…
	 
	1 (1)
	2 (2)
	3 (3)

	⊗厳密である (1)
	o  
	o  
	o  

	⊗透明性がある (2)
	o  
	o  
	o  

	⊗正直である (3)
	o  
	o  
	o  

	⊗社会の役に立つ (4)
	o  
	o  
	o  

	⊗配慮が十分である (5)
	o  
	o  
	o  

	⊗革新的である (6)
	o  
	o  
	o  

	⊗合法である (7)
	o  
	o  
	o  

	⊗独創性がある  (8)
	o  
	o  
	o  

	⊗合理性がある (9)
	o  
	o  
	o  

	⊗正確である (10)
	o  
	o  
	o  

	⊗倫理的である (11)
	o  
	o  
	o  

	⊗開かれていて身近である (12)
	o  
	o  
	o  
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Q3.4 - RI Definition 研究公正の定義の一つとして、米国国立衛生研究所（NIH）は以下*を挙げています。
  
  *「研究の提案、実施、評価における誠実で検証可能な手法の利用、規則及び指針の遵守に特別な注意を払い、研究結果を報告すること、そして広く受け容れられている職業上の行動規範や基準に従うこと」（和訳は令和3年度 内閣府 委託事業　研究インテグリティ（Research Integrity）に係る 調査・分析報告書より、https://www8.cao.go.jp/cstp/kokusaiteki/integrity/ri_report_fy2021.pdf）
  
  この定義は、研究公正に対するあなたの理解をどの程度反映していますか？
o 極めてよく反映している  (1)
o 非常によく反映している  (2)
o 反映している  (3)
o いくらか反映している  (4)
o 反映していない  (5)
o 分からない  (6)
 
 
 
Q3.5 *NIHの定義 : https://grants.nih.gov/policy/research_integrity/what-is.htm
 
 
Display This Question:
If Q3.4 - RI Definition = いくらか反映している
Or Q3.4 - RI Definition = 反映していない
 
Q3.6 上記のご回答について、詳しくご説明ください。

 （任意）


________________________________________________________________
________________________________________________________________
________________________________________________________________
________________________________________________________________
________________________________________________________________
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Q3.7 NIHによる研究公正の定義を踏まえ、研究公正に関して以下の各項目はどの程度重要だと思いますか？
	 
	極めて   重要 (1)
	とても   重要 (2)
	重要 (3)
	やや重要 (4)
	重要でない (5)
	分からない (6)

	研究プロジェクトのデザイン (1)
	o  
	o  
	o  
	o  
	o  
	o  

	出版された、または検証されたプロトコルの遵守 (2)
	o  
	o  
	o  
	o  
	o  
	o  

	研究方法と手順の詳細な説明 (3)
	o  
	o  
	o  
	o  
	o  
	o  

	すべての研究参加者と対象者への配慮 (4)
	o  
	o  
	o  
	o  
	o  
	o  

	データ管理計画 (5)
	o  
	o  
	o  
	o  
	o  
	o  

	統計手法、データ分析 (6)
	o  
	o  
	o  
	o  
	o  
	o  

	研究報告の透明性 (7)
	o  
	o  
	o  
	o  
	o  
	o  

	データとコード、またはそのいずれかのオープンな共有 (8)
	o  
	o  
	o  
	o  
	o  
	o  

	プロトコルのオープンな共有 (9)
	o  
	o  
	o  
	o  
	o  
	o  

	出版、プレプリント、データ登録などを通じた、ネガティブな結果の共有 (10)
	o  
	o  
	o  
	o  
	o  
	o  

	他者の研究の尊重 (11)
	o  
	o  
	o  
	o  
	o  
	o  

	利益相反の表明 (12)
	o  
	o  
	o  
	o  
	o  
	o  


 
 
 
	Page Break
	 



 
	


 
Q3.8-AgreeRIinField あなたが属する分野の研究者は、「研究の提案・実施・評価および研究結果の報告において、誠実かつ検証可能な方法」を用いていると思いますか？
o 非常にそう思う  (1)
o そう思う  (2)
o ある程度そう思う  (3)
o どちらでもない  (4)
o あまりそう思わない  (5)
o そう思わない  (6)
o 全くそう思わない  (7)
o 分からない  (8)
 
End of Block: Understanding of research integrity
 
Start of Block: Training provision
	


 
Q4.1-RITavailable? あなたの所属機関における研究公正のトレーニングに関する認識についてお伺いします。無記名ですので、安心してご回答ください。

あなたの機関では研究公正のトレーニングを実施していますか？
o はい  (1)
o いいえ  (2)
o 分からない  (3)
o 回答しない  (4)
 
Skip To: End of Block If Q4.1-RITavailable? != はい
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Q4.2-HowRITprovided トレーニングはどのような方法で実施されていますか？
o オンライン  (1)
o 対面  (2)
o 両方  (3)
o 分からない  (4)
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Q4.3-WhodeliversRIT トレーニングを実施する責任を負っているのはどなたですか? 当てはまるものをすべて選んでください。

  
▢        研究室主宰者／シニア研究員  (1)
▢        組織内のトレーニングコーディネーター  (2)
▢        研究推進や研究支援室／研究管理部門  (3)
▢        外部のトレーニング提供者  (4)
▢        その他（具体的に記入してください）  (5) __________________________________________________
▢        ⊗分からない  (6)
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Q4.4-WhoHasAccess あなたの所属機関で研究公正のトレーニングを受講できる人、受講を義務付けられている人はどなたですか？
	 
	受講でき、必須 (1)
	受講できるが任意 (2)
	受講できない (3)
	分からない (4)

	学部生 (1)
	o  
	o  
	o  
	o  

	大学院生（修士、博士） (2)
	o  
	o  
	o  
	o  

	若手研究者（博士課程修了後5年以内） (4)
	o  
	o  
	o  
	o  

	中堅研究者（博士課程修了後6～10年） (5)
	o  
	o  
	o  
	o  

	シニア研究者（博士課程修了後10年超） (6)
	o  
	o  
	o  
	o  

	教育のみを行う教員 (7)
	o  
	o  
	o  
	o  

	専門職員（例：図書館員、URA、技術職員） (8)
	o  
	o  
	o  
	o  

	役職者 (9)
	o  
	o  
	o  
	o  


 
 
Skip To: Q4.6-HaveUTakenRIT If Q4.4-WhoHasAccess [ 受講できない] (Count) = 8
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Q4.5-FrequencyofRIT 研究公正のトレーニングを受講できる人についてお伺いします。トレーニングはどのくらいの頻度で実施されていますか？　あるいはどのくらいの頻度で受講可能ですか？
Display This Choice:
If Q4.4-WhoHasAccess = 学部生 [ 受講でき、必須 ]
Or Q4.4-WhoHasAccess = 学部生 [ 受講できるが任意 ]
Display This Choice:
If Q4.4-WhoHasAccess = 大学院生（修士、博士） [ 受講でき、必須 ]
Or Q4.4-WhoHasAccess = 大学院生（修士、博士） [ 受講できるが任意 ]
Display This Choice:
If Q4.4-WhoHasAccess = 若手研究者（博士課程修了後5年以内） [ 受講でき、必須 ]
Or Q4.4-WhoHasAccess = 若手研究者（博士課程修了後5年以内） [ 受講できるが任意 ]
Display This Choice:
If Q4.4-WhoHasAccess = 中堅研究者（博士課程修了後6～10年） [ 受講でき、必須 ]
Or Q4.4-WhoHasAccess = 中堅研究者（博士課程修了後6～10年） [ 受講できるが任意 ]
Display This Choice:
If Q4.4-WhoHasAccess = シニア研究者（博士課程修了後10年超） [ 受講でき、必須 ]
Or Q4.4-WhoHasAccess = シニア研究者（博士課程修了後10年超） [ 受講できるが任意 ]
Display This Choice:
If Q4.4-WhoHasAccess = 教育のみを行う教員 [ 受講でき、必須 ]
Or Q4.4-WhoHasAccess = 教育のみを行う教員 [ 受講できるが任意 ]
Display This Choice:
If Q4.4-WhoHasAccess = 事務職員（例：図書館員、URA）や専門職員（例：技官） [ 受講でき、必須 ]
Or Q4.4-WhoHasAccess = 事務職員（例：図書館員、URA）や専門職員（例：技官） [ 受講できるが任意 ]
Display This Choice:
If Q4.4-WhoHasAccess = 役職者 [ 受講でき、必須 ]
Or Q4.4-WhoHasAccess = 役職者 [ 受講できるが任意 ]
	 
	オンラインコースとして常時参加可能 (1)
	入所や初任者研修時のみ (2)
	1年1回以上 (3)
	2年に1回以上 (4)
	随時 (5)
	分からない (6)

	Display This Choice:
If Q4.4-WhoHasAccess = 学部生 [ 受講でき、必須 ]
Or Q4.4-WhoHasAccess = 学部生 [ 受講できるが任意 ]
学部生 (1)
	o  
	o  
	o  
	o  
	o  
	o  

	Display This Choice:
If Q4.4-WhoHasAccess = 大学院生（修士、博士） [ 受講でき、必須 ]
Or Q4.4-WhoHasAccess = 大学院生（修士、博士） [ 受講できるが任意 ]
大学院生（修士、博士） (9)
	o  
	o  
	o  
	o  
	o  
	o  

	Display This Choice:
If Q4.4-WhoHasAccess = 若手研究者（博士課程修了後5年以内） [ 受講でき、必須 ]
Or Q4.4-WhoHasAccess = 若手研究者（博士課程修了後5年以内） [ 受講できるが任意 ]
若手研究者（博士課程修了後5年以内） (10)
	o  
	o  
	o  
	o  
	o  
	o  

	Display This Choice:
If Q4.4-WhoHasAccess = 中堅研究者（博士課程修了後6～10年） [ 受講でき、必須 ]
Or Q4.4-WhoHasAccess = 中堅研究者（博士課程修了後6～10年） [ 受講できるが任意 ]
中堅研究者（博士課程修了後6～10年） (11)
	o  
	o  
	o  
	o  
	o  
	o  

	Display This Choice:
If Q4.4-WhoHasAccess = シニア研究者（博士課程修了後10年超） [ 受講でき、必須 ]
Or Q4.4-WhoHasAccess = シニア研究者（博士課程修了後10年超） [ 受講できるが任意 ]
シニア研究者（博士課程修了後10年超） (12)
	o  
	o  
	o  
	o  
	o  
	o  

	Display This Choice:
If Q4.4-WhoHasAccess = 教育のみを行う教員 [ 受講でき、必須 ]
Or Q4.4-WhoHasAccess = 教育のみを行う教員 [ 受講できるが任意 ]
教育のみを行う教員 (13)
	o  
	o  
	o  
	o  
	o  
	o  

	Display This Choice:
If Q4.4-WhoHasAccess = 事務職員（例：図書館員、URA）や専門職員（例：技官） [ 受講でき、必須 ]
Or Q4.4-WhoHasAccess = 事務職員（例：図書館員、URA）や専門職員（例：技官） [ 受講できるが任意 ]
専門職員 (14)
	o  
	o  
	o  
	o  
	o  
	o  

	Display This Choice:
If Q4.4-WhoHasAccess = 役職者 [ 受講でき、必須 ]
Or Q4.4-WhoHasAccess = 役職者 [ 受講できるが任意 ]
役職員 (15)
	o  
	o  
	o  
	o  
	o  
	o  
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Q4.6-HaveUTakenRIT あなたは現在所属している機関が実施する研究公正のトレーニングを受講したことがありますか？
o ある  (1)
o ない  (2)
o 分からない  (3)
o 回答しない  (4)
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Display This Question:
If Q4.6-HaveUTakenRIT = ある
	


 
Q4.7-WasRITMandatory そのトレーニングは受講が必須でしたか？　それとも任意でしたか？
o 必須だった  (1)
o 任意だった  (2)
o 分からない  (3)
 
 
	Page Break
	 



 
Display This Question:
If Q4.7-WasRITMandatory = 必須だった
	


 
Q4.8-Frequency あなたの所属機関において、研究公正のトレーニングはどのくらいの頻度で受講が義務付けられていますか？
o 入所や初任者研修時のみ  (1)
o 年1回以上  (2)
o 2年に1回以上  (3)
o 随時  (4)
o その他（具体的に記入してください）  (5) __________________________________________________
o 分からない  (6)
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Display This Question:
If Q4.6-HaveUTakenRIT = ある
	


 
Q4.9-WhatsIncluded あなたの所属機関の研究公正関連のトレーニングでは、どのような内容が含まれていますか？当てはまるものをすべて選んでください。
▢        研究公正の定義  (1)
▢        研究公正の重要性  (2)
▢        研究対象の選択  (3)
▢        陽性コントロールまたは陰性コントロールの組み入れ  (4)
▢        研究機器や試薬の検証  (5)
▢        盲検化した上での結果の評価  (6)
▢        実験コホートのランダム割り付け  (7)
▢        再現性の確認  (8)
▢        倫理審査と承認  (9)
▢        研究参加者の同意  (10)
▢        作成データの種類とその取得方法の決定  (11)
▢        メタデータ記述  (12)
▢        研究データのアクセス、所有、共有、再利用に関する方針  (13)
▢        長期保管とデータ管理の戦略  (14)
▢        研究データの管理や共有に関わるコストの算出と予算計画 (15)
▢        データ管理のための時間捻出  (16)
▢        データの著作権・使用許諾  (17)
▢        研究データに関わる方針の理解  (18)
▢          データの吟味・データキュレーション  (19)
▢        データ公開に適したリポジトリの紹介  (20)
▢        データプライバシーの理解  (21)
▢        研究内容や成果の管理  (22)
▢        実験コホートや再現の規模の決定  (23)
▢        統計学的検出力の決定  (24)
▢        オーサーシップの考え方  (25)
▢        利益相反の指針  (26)
▢        その他（具体的にご記入ください）  (27) __________________________________________________
▢        ⊗分からない  (28)
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Q4.10-HowRITassessed あなたの所属機関では、研究公正のトレーニングの成果はどのように評価されていますか？当てはまるものをすべて選んでください。



▢        トレーニング中のディスカッション  (1)
▢        機関内の役職を維持するために合格が義務付けられている試験の実施  (2)
▢        簡単な試験を行い、受講者の知識を確認する  (3)
▢        機関内のワークショップなどにおけるグループワークによる評価  (4)
▢        機関内の研究公正に関する取り組みでの評価  (5)
▢        その他（具体的にご記入ください）  (6) __________________________________________________
▢        ⊗トレーニング修了時の評価はない  (7)
 
End of Block: Training provision
 
Start of Block: Perceptions of needs
	


 
Q5.1-ForWhoShoulditb あなたの所属機関が実施している研究公正のトレーニングについてお伺いします。

 研究公正のトレーニングは、誰を対象に義務付けるべきだと思いますか？当てはまるものをすべて選んでください。
▢        義務付けるべきではない  (1)
▢        学部生  (2)
▢        大学院生（修士、博士）  (3)
▢        若手研究者（博士課程修了後5年以内）  (4)
▢        中堅研究者（博士課程修了後6～10年）  (5)
▢        シニア研究者（博士課程修了後10年超）  (6)
▢        教育のみを行う教員  (7)
▢        専門職員（例：図書館員、リサーチアドミニストレーター、技術職員）  (8)
▢        役職者  (9)
▢        ⊗特に意見はない  (10)
▢        ⊗分からない  (11)
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Q5.2-ExtentOfAgreeme 下記の記述に対して、どの程度同意しますか。
Display This Choice:
If Q4.1-RITavailable? = はい
Display This Choice:
If Q4.1-RITavailable? = はい
Display This Choice:
If Q4.6-HaveUTakenRIT = ある
Display This Choice:
If Q4.6-HaveUTakenRIT = ある
Display This Choice:
If Q2.3 - Role = 学長
Or Q2.3 - Role =
Or Q2.3 - Role =
Or Q2.3 - Role =
Or Q2.3 - Role =
Or Q2.3 - Role =
Or Q2.3 - Role = 研究所長
Or Q2.3 - Role = 研究資金配分機関のスタッフ
Or Q2.3 - Role = 図書館員／情報科学者
Or Q2.3 - Role = 博士研究員
Or Q2.3 - Role = リサーチサイエンティスト
Or Q2.3 - Role = 技術者／研究助手
Display This Choice:
If Q4.6-HaveUTakenRIT = ある
	 
	強く同意する (1)
	やや同意する (2)
	中立である (3)
	あまり同意しない (4)
	まったく同意しない (5)
	該当しない／分からない (6)

	Display This Choice:
If Q4.1-RITavailable? = はい
所属機関におけるトレーニングは効果的である (1)
	o  
	o  
	o  
	o  
	o  
	o  

	Display This Choice:
If Q4.1-RITavailable? = はい
所属機関におけるトレーニングは広い範囲をカバーしている (2)
	o  
	o  
	o  
	o  
	o  
	o  

	所属機関におけるシニア研究者による研究公正のメンターシップは優れている (3)
	o  
	o  
	o  
	o  
	o  
	o  

	私の所属機関は、私が研究公正やその関連活動に費やす時間を作ることを支援してくれる (10)
	o  
	o  
	o  
	o  
	o  
	o  

	私の指導者は、私が研究公正トレーニングやその関連活動に費やす時間を作ることを支援してくれる (11)
	o  
	o  
	o  
	o  
	o  
	o  

	Display This Choice:
If Q4.6-HaveUTakenRIT = ある
所属機関が実施したトレーニングによって、研究公正の重要な点に関する知識が身についたと感じる (4)
	o  
	o  
	o  
	o  
	o  
	o  

	Display This Choice:
If Q4.6-HaveUTakenRIT = ある
所属機関が実施した研究公正トレーニングを業務に活用できている (5)
	o  
	o  
	o  
	o  
	o  
	o  

	私の所属機関のトレーニング提供者は、トレーニングの質に関する評価を定期的に受けている (6)
	o  
	o  
	o  
	o  
	o  
	o  

	Display This Choice:
If Q2.3 - Role = 学長
Or Q2.3 - Role =
Or Q2.3 - Role =
Or Q2.3 - Role =
Or Q2.3 - Role =
Or Q2.3 - Role =
Or Q2.3 - Role = 研究所長
Or Q2.3 - Role = 研究資金配分機関のスタッフ
Or Q2.3 - Role = 図書館員／情報科学者
Or Q2.3 - Role = 博士研究員
Or Q2.3 - Role = リサーチサイエンティスト
Or Q2.3 - Role = 技術者／研究助手
私の所属機関のトレーニング提供者は、機関全体で行われている研究の質に関して報告やフィードバックを受けている (7)
	o  
	o  
	o  
	o  
	o  
	o  

	Display This Choice:
If Q4.6-HaveUTakenRIT = ある
私は、私の所属機関の研究公正トレーニングの教材や内容に対してフィードバックを提供することができる (8)
	o  
	o  
	o  
	o  
	o  
	o  

	所属機関のトレーニングに対して提供したフィードバックは、検討・反映されている (9)
	o  
	o  
	o  
	o  
	o  
	o  


 
 
 
Display This Question:
If Q5.2-ExtentOfAgreeme = 所属機関におけるトレーニングは効果的である [ あまり同意しない ]
Or Q5.2-ExtentOfAgreeme = 所属機関におけるトレーニングは効果的である [ まったく同意しない ]
Or Q5.2-ExtentOfAgreeme = 所属機関におけるトレーニングは広い範囲をカバーしている [ あまり同意しない ]
Or Q5.2-ExtentOfAgreeme = 所属機関におけるトレーニングは広い範囲をカバーしている [ まったく同意しない ]
 
Q5.3 前の質問で研究公正に関するトレーニングが効果的、または包括的でないと回答された方にお伺いします。

 このご回答について、詳しくご説明ください。

 （任意）
________________________________________________________________
________________________________________________________________
________________________________________________________________
________________________________________________________________
________________________________________________________________
 
 
	


 
Q5.4-TopicBenefits 研究公正に関して、さらなるトレーニングを受けることがご自身にとって有益だと思われるテーマが以下の中にあれば、当てはまるものをすべて選んでください。
▢        研究公正の定義  (1)
▢        研究公正の重要性  (2)
▢        研究対象の選択  (3)
▢        陽性コントロールまたは陰性コントロールの組み入れ  (4)
▢        研究機器や試薬の検証  (5)
▢        盲検化した上での結果の評価  (6)
▢        実験コホートのランダム割り付け  (7)
▢        再現性の確認  (8)
▢        倫理審査と承認  (9)
▢        研究参加者の同意  (10)
▢        作成データの種類とその取得方法の決定  (11)
▢        メタデータ記述  (12)
▢        研究データのアクセス、所有、共有、再利用に関する方針  (13)
▢        長期保管とデータ管理の戦略  (14)
▢        研究データの管理や共有に関わるコストの算出と予算計画 (15)
▢        データ管理のための時間捻出  (16)
▢        データの著作権・使用許諾  (17)
▢        研究データに関わる方針の理解  (18)
▢          データの吟味・データキュレーション  (19)
▢        データ公開に適したリポジトリの紹介  (20)
▢        データプライバシーの理解  (21)
▢        研究内容や成果の管理  (22)
▢        実験コホートや再現の規模の決定  (23)
▢        統計学的検出力の決定  (24)
▢        オーサーシップの考え方  (25)
▢        利益相反の指針  (26)
▢        その他（具体的にご記入ください）  (27) __________________________________________________
▢        ⊗分からない  (28)
 

 Q5.5-BiggestUnmetNee 研究公正トレーニングの中で、最も需要が満たされていないトレーニングはどのような内容だと思いますか？

  （任意）


________________________________________________________________
________________________________________________________________
________________________________________________________________
________________________________________________________________
________________________________________________________________
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Q5.6-HowElseRIT 正式なトレーニングの機会とは別に、あなたの所属機関ではどのような方法で研究公正の推進や進展に取り組んでいますか？当てはまるものをすべて選んでください。


▢        機関内で明確かつ一貫性のあるアプローチを実施するため、 研究公正について独自の定義を策定している  (1)
▢        研究公正へのコミットメントに関する宣言を策定し、全職員に署名を求めている  (2)
▢        研究公正に関する明確な方針を定めている（データ共有ガバナンスなど）  (3)
▢        研究公正やベストプラクティスに関わるチェックリストを提供している  (4)
▢        データ共有のために推奨するリポジトリの情報を提供している  (5)
▢        効果的なメンタリングプログラムを実施し、研究の質とキャリア開発の課題に対応している  (6)
▢        公正な研究活動が行えるよう、 十分な物的リソース（場所、器具、テクノロジー）を提供している  (7)
▢        オープンアクセス出版を積極的に推進している  (8)
▢        研究公正やデータマネジメントに関して理解を深めるため、外部のカンファレンスやワークショップへの参加を支援している  (9)
▢        不正な慣行や行動を目撃した場合に匿名で声を上げることができる制度を整備している  (10)
▢        記録の保存と責任ある研究活動が行われていることを確認するために、監査を実施している  (11)
▢        その他（具体的に記入してください）  (12) __________________________________________________
▢        ⊗いずれも行っていない  (13)
 
 
 
Q5.7-FurtherComment 本アンケートで扱ったトピックについて、追加のコメントがある場合はご記入ください。

 （任意）
________________________________________________________________
________________________________________________________________
________________________________________________________________
________________________________________________________________
________________________________________________________________
 
End of Block: Perceptions of needs
 
Start of Block: Thank you
	


 
Q6.1-FutureResearch お忙しいところ弊社のアンケート調査にご協力くださり、誠にありがとうございました。   下記をご希望される方はお知らせください。（任意）
▢        調査結果を見たい： 本調査の分析後に発表される報告書をご希望の方は、この項目をご選択の上、次ページに必要事項をご入力してください。  (1)
▢        今後の調査に協力したい： 今後、当社が研究者や著者の役割に関する調査を行う際にご協力をお願いさせていただいてもよろしければ、この項目をご選択の上、次ページに必要事項をご入力してください。  (2)
 
 
 
Q56-Privacy Policy 当社の個人情報保護方針はこちらからご覧になれます。
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Display This Question:
If Q6.1-FutureResearch = <strong>今後の調査に協力したい：</strong> 今後、当社が研究者や著者の役割に関する調査を行う際にご協力をお願いさせていただいてもよろしければ、この項目を選択の上、次ページに必要事項をご入力してください。
Or Q6.1-FutureResearch = <strong>調査結果を見たい：</strong> 本調査の分析後に発表される報告書をご希望の方は、この項目を選択の上、次ページに必要事項を入力してください。
 
Q6.2 ご連絡先を下にご記入ください。

 こちらは必須ではありません。お差し支えない範囲でご記入ください。シュプリンガーネイチャーはMarket Research Society（MRS）の行動規範を遵守しており、ご記入いただいたご連絡先に販売・宣伝を目的とした案内をお送りすることはありません。ご回答が個人と関連付けられることはなく、集計された結果のみが分析されます。

o お名前（姓） (3) __________________________________________________
o お名前（名） (1) __________________________________________________
o メールアドレス  (2) __________________________________________________
 
End of Block: Thank you
 
 

